
「白頭鷲の英名講座」 第 4回 

 

カルガモ Spot-billed Duck 

 

丸の内のビル街で繁殖し、一躍有名になったカルガモくん。交通整理のお巡りさんに守

られて悠々と道路を横断。本当に優雅なカルガモくん。 

英名は、“Spot-billed Duck”（スポットビルド・ダック）、即ち“くちばしにスポットの

あるカモ”という意味です。なるほど、カルガモの識別のポイントは、正にそのくちばし

にあります。黒いくちばしの先端に明瞭な黄色の部分、スポットがあります。特にメスの

識別には、この黄色のスポットがかなり有効です。 

カルガモは留鳥であり、ほとんどの探鳥会で比較的簡単に見られます。今度チャンスが

あったら、スコープにカルガモをとらえて、とっくりと見てください。よく見れば、黄色

のスポットの最先端に、更にほんの少しの黒い点が見えます。一般的には、黄色のスポッ

トまでを観察すれば十分でしょうが、スコープの威力でこのような普通では気がつかない

微小な点まで観察することができます。 

和名のカルガモには、漢字で「軽鴨」を当てていますが、本当に軽いのでしょうか。ま

た、学名の Anas poecilorhyncha※は、鳥類学名辞典によれば、“斑点のあるくちばしをし

た鴨”とあり、やはり Spot-billed の英名と一致しています。 

では、これからはカルガモを見るたびにくちばしの先端の黄色のスポットを確認して、

“Spot-billed Duck”を覚えましょう。 
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※ 日本鳥類目録第 7版では、Anas zonorhyncha  


